
こころの健康政策構想会議

〝〝こころの健康推進こころの健康推進〟〟をを

日本の基本政策に！日本の基本政策に！

三大疾患にふさわしい

精神保健医療改革で

｢こころの健康の危機｣を克服できる

安心社会の実現を



心心身の健康は

国民の基本的な権利

社会の活力と発展の基盤

しかし いま

国民の｢こころの健康の危機｣
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血管性及び詳細不明の認知症 アルツハイマー病

精神作用物質使用による精神及び行動の障害 統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害

気分［感情］障害（躁うつ病を含む） 神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害

てんかん その他の精神及び行動の障害

こころの健康の危機【精神疾患受診患者】

 ■ うつ病・躁うつ病

 ■ 統合失調症

 ■ 神経症

（千人）

国民の40人に1人が精神疾患のために受診中

【生涯罹患率】

一般人口の18.0％以上
国民の5人に1人
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国民の40人に1人以上が自殺により亡くなる！

こころの健康の危機【自殺】

多くの自殺の背景には

精神疾患がある

約６６倍



 精神疾患は

すべての国民に関係し

しかも自殺の背景として重要



政策としての こころの健康・精神疾患
政策における疾病の重要性指標

（WHO・世界銀行）

障害調整生命年 DALY
disability adjusted life years

“寿命･健康ロス”
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先進国ではDALYの
トップが精神疾患

障害により損なわれる健康生活 YLD
years lived with disability

病気により失われる命 YLL
years of life lost
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DALYにもとづく英政府の保健医療改革

“国の精神的な富”(Nature誌)

【三大疾患】

が ん

循環器疾患

精神疾患



100,000 人あたりの死亡率

目標:

20%
1995-97
のベースライ
ン率からの
最低目標

ベースライン 進展 目標

出典：全国統計省
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死亡率は年齢構造の違いを考慮し欧州標準人口を用いて計算

3年平均

英国保健医療改革の成果【自殺率】

15.2％の減少

Saving Lives

Our Healthier
Nation



DALYにもとづくと

精神疾患は三大疾患であり

こころの健康推進は

 政策として最優先すべき課題



日本の精神保健･医療･福祉政策

重症化した精神疾患患者への

入院医療の提供に

重点をおかざるをえなかった

すべての国民を対象として

こころの健康問題全般について

予防を含めた包括的な政策が必要

これまで

これから



　〝こころの健康推進〟を日本の基本政策に！
～ 三大疾患にふさわしい精神保健医療改革で
　　　　　　｢こころの健康の危機｣を克服できる安心社会の実現を ～

こころの健康
セーフティネットの構築

｢地域メンタルヘルスチーム｣を創設し

自殺に代表される住民のあらゆる
精神保健問題を早期に発見し予防

精神保健 改革
チーム医療・アウトリーチ・
専門医療で30分医療を実現

多職種チーム医療による全人的医療

アウトリーチで当事者に届く医療
うつ病など疾患に応じた専門医療

精神医療 改革
当事者を介護する家族を
地域社会として支援

家族を始めとする介護者を対象に

｢家族支援専門員制度｣を創設し
地域社会で介護を支援

家族･介護者 支援

　　　　　　　　　・当事者・家族をはじめ国民のニーズを主軸に据えた改革

　　　　　　　　　・高質と効率の双方を重視したサービスモデルへの転換

　　　　　　　　　・数値目標およびその期限と達成戦略を明確にした手法

３つの
基本原則

おもな検討課題

こころの健康政策構想会議
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